


















































家の歴史を編年体にまとめた『蜂須賀家記』を上梓 藩への最後の奉公を終え 一八七八（明治一一）年九月に掃守村に帰り、一八八〇（明治 三）年
 九月五日に舌がん











田真墓誌） 、真は三〇才で夭折し、真 のアイが一八七八（明治一一）年に幡多村の秦幸左衛門（孝平）の三男文平を養子に迎えた。しかし アイは二五才でなくな 文平は古東領左衛門の孫であり鴨里 血をひくナカを一八九九（明治三二）年に後妻に迎えた。文平は帝大を卒業するな
ど優秀であったものの病がちで、ナカを後妻に迎えた翌年の一九〇〇（明治三三）年に四〇才で他界した。
この間、岡田家の家産は真の系列から離れ、真の異母弟

















































































































































































































































号と枝番をふり、資料 防虫処理を施 。本稿 末尾に附した目録は岡田家がつけた資料 タイトルに博物館が附した通 番号を対照させたものである。また、目録の後に附した家系図は、この岡田家提出 家系図、栄福寺 過去帳、筆者の入手した戸籍 情報を総合して作成したものである。
博物館の性格上、資料の閲覧には制限が伴うため、岡田


































































































































































稿』 ）とその草稿などが含まれる。 『文稿』には、賴山陽、篠崎小竹、山陽 高弟である森田節斎、昌平黌の斎藤拙堂（一七九七―一八六五） 、塩谷宕陰（一八〇九―一八六七）ら当代きっての儒者によ 硃批が加えら ている。 『文稿』の諸論文のうち、同時代人をテーマとした作品に注目すると、第一巻には鴨里が『外 補』を献じた際の「上板倉甘雨公書」 （
N
o.（（（: （（-（1 ） 、庚午事変の年の一〇月に記し
た「訒庵記」 （
N
o.（（（: （（-（（ ） 、第三巻には賴山陽の高弟森




















































（）庚午事変は船山馨の小説『お登勢』 （ 九六九） 、吉永小百合主演の日本映画『北の零年』 （二〇〇五）年などの題材にもなっている。
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蜂須賀家記草稿 （峻徳公記・興源公 、 等）
（（















































































































































































日本外史補 （今川 ） 稿
（61






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































文稿 （ 「江戸大震」 等）
676





































詩文稿 （ 「平重盛論」 等）
6（（
詩文稿 （ 「嘆世俗之奢侈」 「観梅記」 等）
6（（

























































































































































































































































































































































































































































年、 （大正八年～ 九 版）野田印刷所
　
大正八年、 （大
正九年～大正十年版）永井印刷部
　
大正九年、 （大正十年
～大 十一年版）多羅尾印刷所
　
大正一〇年、 （大正十一
年～大正十二 版）佐伯便利社
　
大正一一年
